
定 例 記 者 懇 談 会 次 第 
 
令和７年１月９日(木) 午後１時15分 

牧之原市役所榛原庁舎５階 庁議室 

 

１ 開  会 

 

 

 

２ 市長説明 

◇ 新年の話題等について ････ 資料なし 

 

 

 

３ 質疑応答 

 

 

 

４ 報道提供 

◇ 「田沼意次の新時代展」及び「大河ドラマ『べらぼう～蔦重栄華乃夢噺 

～』展・静岡まきのはら」の開催について 
････ 資料１ 

◇ デジタルスタンプラリー「たぬまっぷラリー in 牧之原」の実施 

について 
････ 資料２ 

◇ 市役所での手続きが便利に！「スマート窓口」１月６日スタート ････ 資料３ 

◇ 「第 13 回 TEA HERO 選手権」の開催について ････ 資料４ 

◇ 令和７年 牧之原市はたちの集いについて ････ 資料５ 

 

 

 

５ 懇  談 

 

 

 

 

６ 閉  会 

 

 

 

 

次回の記者懇談会 令和７年１月 30日（木）午後１時 15 分～ 



「田沼意次の新時代展」及び「大河ドラマ『べらぼう 

～蔦重栄華乃夢噺～』展・静岡まきのはら」の開催について 

 

 郷土を代表する偉人「田沼意次侯」が登場する大河ドラマ「べらぼう～蔦重栄

華乃夢噺～」（ＮＨＫ・2025）が令和７年１月５日（日）から放送開始しました。

これを契機に、当市への観光誘客や地域の活性化、市民の郷土愛醸成につなげる

ため、「田沼意次の新時代展」及び「大河ドラマ『べらぼう～蔦重栄華乃夢噺～』

展・静岡まきのはら」を開催します。 

 

１ 「田沼意次の新時代展」 

 期 間  令和７年１月 26 日（日）～令和８年１月 12 日（祝） 

 時 間  午前９時～午後４時 ※初日は、午後２時～午後６時 

 場 所  牧之原市史料館１階及び２階の一部 

 休館日  月曜日、祝日の翌日、年末年始 

 共 催  牧之原市、牧之原市大河ドラマ「べらぼう」活用推進協議会 

 料 金  大人 220 円、小人 110 円 ※団体割引有り 

※１階展示室のみ（２階は無料）。 

 内 容  田沼意次や相良藩に関する新発見の資料、田沼時代に活躍した文

化人に関する資料の展示 

 

２ 「大河ドラマ『べらぼう～蔦重栄華乃夢噺～』展・静岡まきのはら」 

 期 間  令和７年１月 26 日（日）～令和８年１月 12 日（祝） 

 時 間  午前９時～午後４時 ※初日は午後２時～午後６時 

 場 所  牧之原市史料館２階 

 休館日  月曜日、祝日の翌日、年末年始 

 主 催  ＮＨＫ財団 

 協 力  牧之原市大河ドラマ「べらぼう」活用推進協議会 

 後 援  牧之原市 

 料 金  無料 

 内 容  ※ドラマの進捗状況により、展示内容を前期と 

後期で変更する予定 

・番組紹介パネル 

・出演者直筆サイン 

・キャストビジュアルバナー 

・ドラマ使用衣装及び小道具 等 

 

３ 内覧会の実施について 

 令和７年１月 25 日（土）の午後１時から午後５時まで、報道機関向けの内覧

会を実施します。 

定例記者懇談会 資料№１ 
令和７年１月９日 

教育文化部 大河ドラマ活用推進室 
0548-53-2626 



４ 主な展示資料（新時代展）について 

 別添展示資料目録を参照。 

 

５ 新発見の史料について 

 「田沼意次の新時代展」を開催するに当たり、市内の旧家から依頼された古文

書を調査したところ、安永 9（1780）年に行われた田沼意次のお国入りに関する

新史料が発見されました。 

 

 田沼意次のお国入り 

 安永 9（1780）年 4 月 13 日から 23 日まで行われた田沼意次による相良城の見

分と領内の視察のことです。2 回、または 3 回との説もありますが、記録上では

意次が相良を訪れたのはこのときの 1 回だけです。 

これまでの研究では、10 日間の滞在中に視察した大まかな地域や場所しかわ

かっておらず、日ごとの行程や行動は不明でした。 

今回発見された史料には、4 月 13 日に相良城に入城したことに加え、翌 14 日

に大江八幡宮及び平田寺に参拝し、夕食後に波津の浜に出て引網を見学したこ

となどが記され、一部の行程が明らかになりました。 

 

◎ 新史料「安永九年 御地頭様御入国萬覚」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 該当部分の抜粋 

【原文】 

一 四月十四日（中略）殿様八幡宮御社参平田寺御仏参夫ゟ湊橋通御帰城也 

  御夕飯後徳村口ゟ御出馬見塚山夫ゟはつ浜へ御出引網御上覧下町ゟ横町 

  通り御入城也 

【意訳】 

   ４月 14 日、殿様（＝意次）は大江八幡宮と平田寺に参詣後、湊橋を通って 

  相良城に帰られた。夕飯後、徳村口（＝相良城の大沢側の出入り口）からお 

  出になって、馬見塚山（現波津公園周辺）から波津の浜へ出られて引網をご 

  覧になった。下町から横町を通って相良城に入られた。 



企画展「田沼意次の新時代展」 展示資料目録 

 会期：令和 7（2025）年 1月 26 日～令和 8（2026）年 1月 12 日（月・祝） 

 

１ 田沼時代の芸術文化（１階）             ※ドラマの展開や資料調査の状況に応じて適宜展示替えを実施 

資料名 員数 作者名 年代 所蔵者名 備考 

田村
た む ら

藍
ら ん

水
す い

書状
しょじょう

 1 幅 田村藍水 宝暦 13(1763)年か 個人蔵 田村藍水は平賀源内の師。 

『物類
ぶ つ る い

品隲
ひ ん し つ

』 6 冊 平賀源内 著 宝暦 13(1763)年 個人蔵  

『根
ね

南
な

志
し

具
ぐ

佐
さ

』五巻 1 冊 平賀源内 著 宝暦 13(1763)年 個人蔵  

『寝
ね

惚
ぼ け

先
せ ん

生
せ い

文
ぶ ん

集
しゅう

』 1 冊 太田南畝 著 明和４(1767)年 個人蔵 平賀源内の序文。 

『神霊矢口渡
しんれいやぐちのわたし

』 1 冊 平賀源内 著 明和７(1770)年 個人蔵  

『金
き ん

々
き ん

先
せ ん

生
せ い

栄
え い

花
が の

夢
ゆ め

』
」

 2 冊 恋川春町 作/画 大正 15（1926）年 個人蔵 復刻版。原本は安永４(1775)年刊。 

『万
ま ん

載
ざ い

狂
きょう

歌
か

集
しゅう

』 2 冊 
太田南畝  

朱楽菅江 編 
天明３(1783)年 個人蔵  

『吉
よ し

原
は ら

傾
け い

城
せ い

新
し ん

美
び

人
じ ん

合
あわせ

自
じ

筆
ひ つ

鏡
かがみ

（完）』 1 冊 
北尾政演 画 

蔦屋重三郎版 
大正５(1916)年 個人蔵 

復刻版。原本の『吉原傾城新美人合

自筆鏡』は天明４(1784)年刊。 

『絵
え

本
ほ ん

吾
あ

妻
づ ま

袂
からげ

』 3 冊 
北尾重政 画 

蔦屋重三郎版 
天明６(1786)年 個人蔵  

『虫
ちゅう

類
る い

画
が

譜
ふ

』 1 冊 喜多川歌麿 画 明治 25(1892)年 個人蔵 
復刻版。原本の『画本虫撰』（蔦屋重

三郎版）は天明８(1788)年刊。 

『手
し ゅ

段
だ ん

詰
つ め

物
も の

 娼
しょう

妓
ぎ

絹
き ぬ

籭
ふるい

』 1 冊 山東京伝 作/画 寛政３(1791)年 個人蔵 蔦屋重三郎版か。 

『青
せ い

楼
ろ う

年
ね ん

中
ちゅう

行
ぎょう

事
じ

』 2 冊 
十返舎一九 著 

喜多川歌麿 画 
明治 40(1907)年 個人蔵 復刻版。原本は享和４(1804)年刊。 

『三
さ ん

国
ご く

通
つ う

覧
ら ん

図
ず

説
せ つ

 全』 1 冊 林子平 著 江戸後期 個人蔵 写本。原本は天明５(1785)年刊。 

『海
か い

国
こ く

兵
へ い

談
だ ん

』 1 冊 林子平 著 江戸後期 個人蔵 写本。原本は寛政３(1791)年刊。 

『蘭学
ら ん が く

階梯
か い て い

』 2 冊 大槻玄沢 著 天明８(1788)年 個人蔵  

 



２ “まきのはら”に残る田沼時代①（１階） 

資料名 員数 作者名ほか 年代 所蔵者名 備考 

伝
で ん

 田
た

沼
ぬ ま

意
お き

次
つ ぐ

領
りょう

内
な い

遠
え ん

望
ぼ う

図
ず

 1 幅 狩野典信 筆 江戸中期 市史料館 複製 

七
し ち

曜
よ う

紋
も ん

入
い

り飯
め し

櫃
び つ

 1 点  江戸中期 個人蔵  

十
じゅう

二
に

ヶ
か

月
げ つ

花
か

鳥
ちょう

図
ず

 7 幅 寺田洞仙 筆 江戸中期 個人蔵  

『人
じ ん

道
ど う

大
た い

意
い

 始
し

学
が く

摘
て き

訓
く ん

』 1 冊 大村篤斎 著 天明元(1781)年 個人蔵 初公開 

『万葉考
ま ん よ う こ う

』 6 冊 賀茂真淵 著 江戸後期 個人蔵 
天明５(1785)年版の後刷。原本は明和

５(1768)年刊。 

『万
ま ん

葉
よ う

集
しゅう

略
りゃく

解
げ

』 20 冊 
橘千蔭 著 

蔦屋重三郎版 
寛政８(1796)年 個人蔵  

『訂
て い

正
せ い

古
こ

訓
く ん

古事記
こ じ き

』上・中巻 2 冊 本居宣長 享和３(1803)年 個人蔵  

『玉
た ま

勝間
か つ ま

』 15 冊 本居宣長 江戸後期 個人蔵 
後刷。原本は寛政７(1795)年～文化

９(1812)年刊。 

『くず花
ば な

』 1 冊 本居宣長 寛政 12(1800)年 個人蔵 
宣長の高弟・栗田土満所有本の写

本。原本は安永９(1780)年成立。 

 

３ “まきのはらに残る田沼時代②（２階） 

資料名 員数 作者名ほか 年代 所蔵者名 備考 

雑記
ざ っ き

［大
だ い

小
しょう

詰
つ め

物
も の

］ 1 点 仲平 作 文化７(1810)年 個人蔵 200 年前の詰将棋。初公開 

御
ご

地
じ

頭
と う

様
さ ま

御
ご

入
にゅう

国
こ く

萬
よろず

覚
おぼえ

 1 点  安永９(1780)年 個人蔵 初公開（新発見） 

 

その他の展示（２階） 

・モーションコミック「田沼意次物語～新時代の一手～」 

・短編小説「意次の遺志を継ぐ物」（杏崎もりか先生による挿絵あり） 

・大河ドラマゆかりの自治体や歴史スポット、田沼街道の紹介（展示パネル） 



デジタルスタンプラリー 

「たぬまっぷラリー in 牧之原」の実施について 

 

１ 概 要 

大河ドラマ「べらぼう」の放映を契機に、当市への観光誘客を図り、市内の

周遊を促進するため、周遊アプリを活用したポイント獲得制によるデジタルス

タンプラリーを開催します。 

デジタルスタンプラリーのアプリは、市ホームページやポスター、チラシか

らダウンロード可能です。ポイントは、スポット毎にＧＰＳ機能またはＱＲコ

ードにより獲得可能です。 

 

２ 期 間 

令和７年１月９日（木）～３月 14 日（金） 

 

３ スポット 

・田沼意次ゆかりの歴史スポット ８か所 

   30 ポイント 牧之原市史料館 

   10 ポイント 平田寺 

   ５ポイント 大澤寺、般若寺、大鐘家、浄心寺、仙台河岸、 

相良城二の丸のマツ 

 ・牧之原市の歴史スポット ８か所 

   １ポイント 相良の根上りマツ、西山寺、石雲院、勝間田城跡、照国寺、 

         鈴木梅太郎博士の墓（了見寺）、勝間田氏の墓（清浄寺）、 

         釣月院 

 ・牧之原市の観光スポット 11 か所 

   １ポイント 東光寺のフジ、勝間田公園、子生れ石、油田の里公園、 

静波海水浴場、さがらサンビーチ、静波サーフスタジアム、 

地頭方海浜公園、さがら子生れ温泉会館、グリンピア牧之原、 

富士山静岡空港 

 

４ 賞 品 

・波乗り意次賞 30,000 円×１名 

   静波スウィングビーチのペアチケット２食付き 

    ※80 ポイント獲得で応募可能 

 ・茶茶茶意次賞 5,000 円×５名 

   献上茶仕様の静岡牧之原茶（つゆひかり） 

    ※50 ポイント獲得で応募可能 

 ・意次賞 3,000 円×10 名 

   マンガ「田沼意次物語」１冊、マキティーカレー１個、 

芋切干し３個のセット 

    ※30 ポイント獲得で応募可能 

定例記者懇談会 資料№２ 
令和７年１月９日 

教育文化部 大河ドラマ活用推進室 
0548-53-2626 







市役所での手続きが便利に！「スマート窓口」１月６日スタート 

１ 概要 

市役所の窓口業務の利便性向上を目的に、来庁者が申請書に書く手間を極力減

らし、手続きを効率的に行える「スマート窓口」サービスを開始しました。 

合わせて、コンビニ交付で取得できる証明書の種類も増加しました。 

 

２ 「スマート窓口」サービス内容 

(１) かんたん窓口システム 

 

これまで紙の申請書に筆記する必要があった手続きについて、マイナンバー

カードや運転免許証、在留カードなど本人確認が可能なカードの券面情報を読

み取り、申請書を簡単に作成する仕組みです。 

   ＜対象となる主な手続き＞ 

○戸籍証明書請求、○住民票の写し等交付申請、○印鑑登録証明書交付申請 

○税務関係証明書等交付申請、○印鑑登録申請、○個人番号カード関係手続 

※将来的に、引っ越し関連やお悔やみ手続きなど、順次サービスを拡充予定 

(２) コンビニ交付拡充 

休日や夜間でも利用できるコンビニ交付では、住民票と印鑑登録証明書に加え、

新たに税関係の証明書（所得証明書、課税・非課税証明書、住民税決定証明書）

も発行できるようになりました。 

証明書名 手数料（窓口交付） 手数料（コンビニ交付） 

住民票の写し 

300 円 200 円 印鑑登録証明書 

所得証明書、課税証明書、住民税決定証明書 

 

３ 事業費（予算ベース） 

   14,817 千円  財源：デジタル田園都市国家構想交付金（1/2） 

※カウンター改修、パソコン・タブレット・モニター・カードリーダー購入など 

定例記者懇談会 資料№３ 
令和７年１月９日 

総務部 デジタル推進課 
0548-23-0033 



定例記者懇談会 資料№４ 

令和６年１月９日 

産業経済部 お茶特産課 

0548-53-2621 

 

「第 13 回 TEA HERO 選手権」の開催について 

１ 大会概要  

全国を代表する茶産地である「牧之原市」の小学生に食農教育の一環として、お

茶について楽しく学ぶ体験学習事業を実施する。地域の子供たちにリーフ茶の歴史

やおいしいお茶の淹れ方等、お茶に係る様々な説明と「闘茶」を行い、お茶ファン

として育成することを目的とする。 

※今年度の参加者については、各学校の選抜ではなく希望制とする。 

 

２ 大 会 名 称  第 13 回 TEA HERO 選手権 

 

３ 日時・会場  令和７年１月 18 日(土) 午後１時～午後４時 

【受付：午後０時 30 分～】 

         JA ハイナン本店（牧之原市静波 73-5） 

 

４ 主 催 者 等  主催者：ＪＡハイナン青壮年部、ＪＡハイナン 

         共 催：牧之原市茶業振興協議会（会長：牧之原市長） 

         後 援：牧之原市教育委員会、学校組合教育委員会 

 

５ 参加対象者  

  12 人 ※個人の部のみ開催 

小学校名 学年（年） 人数（人） 

牧之原小学校 ５ １ 

細江小学校 ５ １ 

〃 ３ １ 

坂部小学校 ５ ４ 

菅山小学校 ６ １ 

勝間田小学校 ６ １ 

〃 ５ １ 

〃 ３ ２ 

合計 － 12 

 

６ 部   門  個人の部（１位～３位まで表彰） 

 

７ 審 査 概 要  ①第 1 審査 お茶の外観審査 ：計２回 

         ②第２審査 香り・色・味審査：計２回 

         ③お茶クイズ～お茶博士になろう（計 10 問前後） 

 

８ 審 査 茶  ５種類（①深蒸し煎茶 ②普通煎茶 ③望 ④つゆひかり ⑤香り緑茶） 



 
 
 
 
 

令和７年 牧之原市はたちの集いについて 
 
 

20歳としての自覚を促すとともに、父母や恩師への感謝の気持ちを醸成し、ふるさ

と牧之原への郷土愛を育むことを目的として、牧之原市はたちの集いを開催します。 

 

１ 開催日時 

令和７年１月12日（日）受付：午前９時30分 開式：午前10時  

閉式：午前11時45分（予定） 

２ 会場 

相良総合センター「い～ら」（牧之原市須々木140） 

３ 開催方法    

実行委員会による企画・運営のもと開催する。 

４ 次第（案） 

 第１部 式典 

⑴ 開式 

 ⑵ 国歌・市歌斉唱 

⑶ 式辞（市長） 

⑷ 来賓祝辞（衆議院議員、県議会議員、市議会議長、自治会地区長会会長） 

⑸ 来賓紹介 

⑹ 主催者紹介 

 ⑺ 実行委員代表の言葉（実行委員代表２名） 

⑻ 記念品贈呈（実行委員代表２名） 

⑼ サプライズメッセージ 

⑽ 閉式 

 第２部 記念行事 

 ⑴ 恩師のことば 

 ⑵ 実行委員会によるアトラクション 

⑶ はいばら太鼓の演奏 

５ 対象     

平成16年４月２日から平成17年４月１日生まれの住民登録者及び転出者で牧之 

原市はたちの集いに参加を希望する方 

  ※12月１日現在：市内在住者 382名、市外出席希望者 34名 

６ 来賓一覧（予定） 

・衆議院議員 

・県議会議員 

・牧之原市議会議員 

・自治会地区長会会長 

・中学卒業時の恩師（式典中は別室で待機、第2部アトラクションの際に入場） 

定例記者懇談会 資料№５ 

令和７年１月９日 

教育文化部 社会教育課 

0548-53-2646 



７ 主催 

  牧之原市、牧之原市教育委員会、牧之原市はたちの集い実行委員会 

８ その他 

 ・ 会場への立入は対象者のみとし、保護者等に向けてインターネット上での配信を 

行う。 

 ・ 退場時の密集を避けるため、小学校ごとの時間差退出を行う。 
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